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ダイオキ シン類分析 について
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I.は じめに

　ダイオキシン類は、75種 類のポリ塩化ジベ ンゾ－p－

ジオキシン(PCDD)、135種 類のポリ塩化ジベンゾフ

ラン(PCDF)、 及び十数種類のコプラナーポ リ塩化

ビフェニル(Co-PCB)か らなる化合物であ り、主

な発生源は、ごみ焼却による燃焼等があるが、その他に

かつて使用されていたPCBや 一部の農薬に含 まれてい

たことが知 られている。

　毒性 については、実際に環境 中や食品中に含まれる量

は、超微量であ り日常生活で急性毒性が生ず ることはな

いと考えられている。1)

　 また、ダイオキシン類による汚染は、社会的な関心が

高 く、平成11年 に 「ダイオキシン類対策特別措置法」に

より排 出ガスの基準等が定められ、削減対策が推進 され

ている。

　本県において も汚染状況の把握や監視の強化等を図る

ため、平成13年 度に分析施設を整備 し、平成15年 度に廃

棄物焼却施設の排 出実態調査 として県内16施 設の排 ガ

ス、ばい じん及び焼却灰についてダイオキシン類分析を

行 ったので報告する。

械室から構成される。

　 空調設備の給気は、外気 をプレフィルター、中性

能 フィルター、HEPAフ ィルターで処理後、各室

内に供給 され、排気 はHEPAフ ィルター、活性炭

　フィルターで処理 される。

　　また、管理区域内の各室の圧力は、取 り扱うダイ

　オキシン類の濃度 に応 じて、陰圧 に調整 されている。

3.分 析方法

　　分析フローの概要を図1に 示す。排ガス試料は、

　日本工業規格K0311に 準 じて2)各 捕集部 を2mol/1

塩酸、ヘキサ ン洗浄水、アセ トン、ジクロロメタン

で洗い出 し、ブフナーロー トでろ過 し、液体はジク

　ロロメタンにより液 －液抽出し、ろ紙残 さとXAD-

　 2樹 脂はソックス レー抽出を行 った。

　　粗抽出液は、一部分取 しクリー ンアップスパ イク

　を添加 し多層 シリカゲルカラム処理を行い抽出液 と

　した。

　　抽出液は、PCDD、 　PCDF用 とCo-PCB用 の

　アル ミナカラム処理後、シリンジスパイクを添加 し

　最終容量50μ1に 濃縮 し測定用溶液 とした。

　　測定は、二重収束型高分解能型ガスクロマ トグラ

　フ質量分析装置(日 本電子JMS-700)に よ り4

　～6塩 素化 ダイオキシン、7,8塩 素化 ダイオ抽出液

　キシン、 コプラナーPCBに ついて測定 した。

　　また、ばい じん及び焼却灰は、排 ガスに準 じて分

析 を行った。

排ガス試料

液液抽 出、 ソ ックス レー抽 出

Ⅱ.測 定方法

　 1.試 料採取

　　　排 ガスは廃棄物焼却炉の測定口において、排ガス

　　の温度、水分量、酸素濃度、一酸化炭素濃度、二酸

　　化炭素濃度、流速等 を測定 した後、採取管をセ ット

　　し、等速吸引により、フィルタ捕集部(石 英繊維ろ

　　紙)、 液体捕集部(ヘ キサ ン洗浄水、ジエチ レング

　　リコール)、 吸着捕集部(XAD-2樹 脂)に 捕集

　　した。

　　　また、ばいじん及び焼却灰は、洗浄 した瓶に採取

　　した。

　 2.分 析施設

　　　分析施設は、取扱者の安全 と健康の確保、周辺環

　　境の汚染防止 を図るためケミカルハザー ド防止施設

　　となっており、前室、高濃度前処理室、低濃度前処

　　理室、試料調整室、機器分析室、廃棄物保管室、機
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図1　 分析フローの概要

Ⅲ.結 果

排 ガス16検 体 、 ばい じん、焼 却灰27検 体 の ダイオキ シ

ン類 分析 を行 った。

　排 ガス の測 定 結 果 は0.01!～12ng-TEQ/Nm　 3で あ
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り、2施 設が排 ガス基準値を超過 し改善指導等が行われ

ている。

　ばい じん、焼却灰 の測定結果は0～4.2ng-TEQ/gで

あり、2施 設が3ng-TEQ/gを 超過 し特別管理産業廃

棄物 として扱 うこととなる。

Ⅳ.考 察

　分析の精度管理 につ いて装置の検 出下限及 び定量下

限、測定方法の検 出下限及び定量下限、サンプリングス

パイク回収率、クリーンアップスパイク回収率は、 日本

工業規格K0311に 定める範囲内の良好な値が得 られた。

　 また、ダイオキシン類分析は、前処理、測定について

多 くの時間を要するが、前処理の検討や高速溶媒抽出装

置等の活用により効率化の図る必要がある。

　今後、排水、土壌等の分析 についても検討が必要であ

る。
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Management(以 下PCMと 略)を 用いて、地区組織活

動創設期 に保健師が直面 した課題 を分析 した。PCMは,

事業 の計画 ・実施 ・評価 とい う一連のサ イクルを「プロ

ジェク ト・デザ イン・マ トリクス(PDM)」 という事業概

要表に基づいて運営管理する手法である。以下PDMの

作成 までの課題分析について報告する。

Ⅱ.対 象 ・方法

　首都圏近郊部の政令市において、中途障害者活動セン

ターの開設に関与 した保健師と、脳血管疾患後遺症 をも

つ住民を対象にした。参与観察は地区活動センター開設

に向けて毎回開かれるス タッフ会議および当事者を交え

た話 し合いとその事前事後の課内会議に許可を得て同席

した。そこで話 し合われた内容 をノー トに記録 し、フィー

ル ドノーッを作成 し、A4版 大学 ノー ト12冊分の記録を

期 間中に確保 した。それ らの情報 より抽出された内容が、

今回のPCM手 法による分析に用い られた。調査期間は

平成11年4月 から同16年7月 までの期間にわたったが、

本研究には創設期にあたる平成11年 から同13年 までの期

間のみを取 り上げた。協力者への倫理的配慮 として調査

実施前に調査の 目的 ・方法 ・内容を文書 と口頭で示 し、

会議や活動への参与観察の許可を得 るとともに、記録や

データか ら個人が特定されない ように配慮 した。

ポス ターP-1

　　　 地域活動センター創設期における

　　　　　　PCMを 用いた課題分析
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Ｉ.は じめに

　社会心理的側面の改善効果 を期待 して行われる機能訓

練事業は老人保健法に基づいたものであ り、実施面では

閉 じこもり ・孤立などの社会的障害の回復 ・予防に重点

が置かれている。昨年報告 した脳血管疾患後遺症による

中途障害者の集団のうち、疾病や交通事故等 による脳血

管疾患後遺症 をもつ65歳 未満の成人に対 して実施 した保

健師の地区組織活動について、今回はそれ らの人々の地

域 活動 拠 点形 成 の過程 を対 象 と して、Project　Cycle

Ⅲ.結 果

　 1.中 途障害者の分析

(1)強 みStrength

　　障害 を得 る原因になった疾患の慢性期におい

　て、中途障害者やその家族が在宅療養を継続 した

　場合、障害の程度に応 じて社会保障制度の活用が

　可能であ り、中途障害者は孤立化予防 ・残存機能

　の維持 ・社会参加を目的とした行政サービス、介

　護保検サービスを受けることがで きる。

(2)弱 みWeaknessesと 脅威Threats

　　 中途障害者は身体機能や健康が障害 を得る以前

　の ように完全に回復 しないことに落胆 し、社会や

　家庭での役割の喪失や交代を余儀なくされ、あき

　 らめや惨 めさ等の精神的打撃を体験する。経済面

　では何 らかの社会保障は受けられるものの、従来

　の生活を維持で きる収入は見込めない。時に生産

　性効率性優先の社会か ら無視され、家庭内での孤

　独 も味わう。日中独居や閉 じこもりがちの生活よ

　 り、身体機能ばか りでなく生活意欲 も低下 し、生

　活習慣病 を放置す ることになりやす く、障害の原

　 因となった疾患の再発など負のサイクルに巻 き込

　 まれやすい。この連鎖を断ち切る「教育 ・就労 ・地

　域参加プログラム」が十分 に確立 されていない こ
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